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Ⅰ は じ め に

日本の６５歳以上の総人口に占める高齢化率は，１９７０年

に７％を超え「高齢化社会」となり，１９９４年には１４％を

超え「高齢社会」となった。平成２３年版「高齢社会白

書」によると高齢化率が２３％を超え５人に１人が高齢

者，９人に１人が７５歳以上人口という「本格的な高齢社

会」となっている１）。

本学所在地の近郊の北海道江別市では，２０１１年に高齢

化率が市全体で２１．５％に達しており江別市の大麻地区で

２４．９％と高い数値であった。更に札幌市厚別区も，高齢

化率２１．４％に達していた。

日本のアパレル産業では大量生産・大量販売の体制の

確立と共に，既製服の商品開発は，９号を中心にサイズ

展開がなされ，多くは若者を対象としていた。最近では

業界も高齢者に目を向けてはいるが，年齢に伴う購買力

の減少と，体型の変化が著しいために体型に合う洋服が

少ないなど需要が伸びない背景がある。しかし高齢化が

進み，高齢者の衣生活がこのままでよいというわけでは

ない。現状を打破し，快適な衣生活の向上を図らなけれ

ばならないと考える。

筆者らは北国に住む高齢者の衣生活について，「高齢

者の被服行動の実態と意識」の調査を行った。その結

果，周径項目，長径項目に対するサイズの不適合が多

く，既製服に対する不満度が高いとの回答を得ている２）。

更に平成１３年度からの５年間，高齢者の日常の生活が快

適で健康に安心して暮らすための，生活の質（QOL）
の向上を目的に，衣生活について研究を行った。その結

果，「北国における高齢者の衣生活研究」から高齢女性

は衣服に対する関心が高く，おしゃれ性が強く，素材へ

のこだわりが高いこともわかった３）。また，「三次元計測

を用いた人台製作」４），「上肢動作とブラウスの腕との関

係」５），「着装意識と色彩との関係」６），「着装別による保温

効果」７）など，これらの研究を通して高齢者の体型の特徴

として，加齢に伴う身体機能の低下から，前屈になり上

衣服の前が下がる，背骨が徐々に湾曲して上衣服の後ろ

が上がるなどの着崩れを起こしていることがわかった。

すなわち高齢者は体型のバランスが崩れてくるために

既製服が体型に合わず，体に適合しない衣服を購入して

いると言え，高齢者の被服環境は決して快適なものとは

言えない。このことから，洋服の制作に欠かすことので
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これまでに衣生活の質（QOL）の向上を目指し，高齢者の体型に適合する衣服の研究とし

て，高齢者の体型計測を行い，得たデータからボディ４体（標準体型・ねこ背体型・肥満体

型・Ｓ字体型）を製作し，体型の特徴を探ってきた。

今回は，高齢者体型の特徴として見出された背中の丸みに視点を当て，高齢者の体型に対応

した平面パターンを作製することを目的に，標準体型ボディとねこ背体型ボディの立体裁断か

ら起こした平面パターンを作製し，比較検討を行った。その結果を踏まえて２種類のブラウス

を製作し，高齢女性１２名を対象に着用実験を実施した。

その結果，２種類の平面パターンの比較から，ねこ背体型の平面パターンの方が背中の丸み

分だけ背丈が長く，背幅が広かった。更にブラウスの着用実験から，胸回り寸法が高齢者標準

寸法以上の被験者は，ねこ背対応の平面パターンでのブラウスが「ちょうど良く」，体型に適

合していた。そのことから，ねこ背の平面パターンを利用することで，多くの高齢女性に適合

した着用しやすい衣服になると言える。
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きない原型（以下平面パターンと称する）を作成するこ

とが，高齢者の体型に適合する衣服を提供することであ

ると考えた。

そこで，前述４）の先行研究では，高齢者の体型を非接

触三次元デジタィザ（３D画像）で撮影をし，体型の特
徴を把握した。対象者は札幌市と市内近郊に居住する高

齢女性６０名で，体型を計測し，データを基に，４タイプ

にわけ独自の高齢の女性用ボディ４体（標準体型・ねこ

背体型・肥満体型・Ｓ字体型）を製作した４）。計測した

被験者の平均値は，JIS規格での高齢女性の平均値より
も全体に大きめであった。更に，非接触三次元デジタィ

ザの水平断面図のデータから高齢者の体型の共通点とし

て，個人差はあるが背中に丸みがあることを検証でき

た。

そこで高齢者の体型には肩甲骨の丸みを考慮した衣服

パターンが必要と考えて，今回は製作したねこ背体型の

ボディと市販の高齢者用標準体型のボディ（以下標準体

型ボディと称する）との比較として立体裁断からの平面

パターンを作成し，比較を行うと共にねこ背対応パター

ンからのブラウスと標準体型パターンからのブラウスの

着用実験を行った。その結果を報告する。

Ⅱ 研 究 方 法

（１）製作したねこ背体型ボディと標準体型ボディから

立体裁断により平面パターン２種類を作製し比較を

行った。

（２）作成した平面パターンの２種類を使ってブラウス

を製作した。１種類目は，標準体型の平面パターンを

使用したブラウスである。２種類目は，胸回り線から

下（前後胴体部）を，標準体型の平面パターンと同寸

とし，胸回り線から上（胸幅，首回りの上体部と背面

部）は，肩甲骨の高さを配慮して，ねこ背体型の平面

パターンを使用したブラウスである。

（３）札幌市，市内近郊に居住する５０歳以上の健常者１２

名を対象にブラウスの着用実験を実施した。着用実験

対象者を選ぶにあたり日本工業規格 JIS＊1による高齢
者の身体寸法の変化は５０代，６０代が最も周囲長の値が

大きく，７０代からやや降下すると示されている。その

事から被験者を５０歳以上とした。

（４）ブラウスの着用実験時に着心地に関する８項目の

観察記録を被服構成担当者が作成した。またテープメ

ジャーによる体型計測も行った。

ブラウスの着用実験後に，被験者による着用比較に関

する６項目について記載してもらった。更に既製服に

対する質問４項目の聞き取り調査を行った。

Ⅲ 研 究 内 容

１．ねこ背体型パターンと標準体型パターンとの比較

既製服を量産する日本のアパレル業界では，マスター

パターン（基のパターン）のイメージを壊さないよう

に，比率，バランスで，拡大，縮小（グレーディング技

法）を行い図１のようにサイズ毎に作成されるのが一般

的である。

高齢者は，加齢と共に身長は低くなり，首が前傾し，

なで肩になると共に，特に背中は自然に丸くなる。その

ために背幅が窮屈になり，大き目のサイズを購入してい

る現状がある。しかし，既製服は，年齢と共に変化する

体型に対し，パターンは身長とバストサイズでの比率で

図２に示すようにバランスよく拡大，縮小されているた

め，幅に合わせると肩幅が広く，身長に合わせると袖

丈，上着丈が長くなるなどの不満が挙げられていること

が理解できる。

そこでまず，高齢女性の体型を非接触三次元デジタィ

ザ（３D画像）で計測したデータを基に，標準体型の高
齢者とねこ背体型の肩甲骨の水平断面図での比較結果か

ら図３に示すように，標準体型の後ろ中心での水平断面

図の数値は 102.2㎜と，ねこ背体型での水平断面図での
数値は 118.9㎜あり，その差 16.6㎜とねこ背体型の方に
厚みがあることがわかった。この水平断面図の厚みの位

置から，肩甲骨による突起部分と想定さるため，ボディ

からの立体裁断による平面パターンを作製し比較を行っ

図１ グレーディングのサイズ展開

（小野喜代司：パターンメーキングの基礎 P．２８４抜粋）
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た。

製作したねこ背体型ボディの平面パターンと，標準体

型ボディの平面パターンの比較から，図４に示すよう

に，特にねこ背パターンの後ろ身頃胸回り線の位置が高

くなっている。これは，肩甲骨の高さにとられて後ろ胸

回り線，及び背幅と背丈の位置が高くなっていると思わ

れる。更に，ねこ背体型の後ろ身頃の胴回り線の位置

で，ダーツが２本入っているのは，肩甲骨の丸みをカ

バーするために必要なダーツであった。また，後ろ身頃

の脇側で広く，前身頃の首回りの位置で上がって広がっ

ているのは表１に示すように，北海道の高齢女性が標準

体型よりも太いためと考えられる。

２．ねこ背体型ボディと市販の高齢者用標準ボディの
２パターンでのブラウスの作製

次に製作したねこ背体型ボディと標準体型ボディから

作製した平面パターンの２種類を使ってブラウスを製作

着用結果
きつい・かぶる

（Ｎ＝１２）

ちょうど良い

（Ｎ＝１２）

ゆるい・ぬける

（Ｎ＝１２）

ブラウスの種類

項 目

標準の

ブラウス

ねこ背の

ブラウス

標準の

ブラウス

ねこ背の

ブラウス

標準の

ブラウス

ねこ背の

ブラウス

腕を出したとき背幅が ８ ２ ２ ６ ２ ４

後ろネックラインが ２ ０ ９ １０ １ ２

前ネックラインが ４ ０ ７ ９ １ ３

胸幅が ４ １ ６ ５ ２ ６

背幅が ４ １ ６ ５ ２ ６

アームホール ４ ２ ５ ７ ３ ３

表１ 被験者による標準体型とねこ背体型のブラウス着用実験の

比較 （単位：人）

図２ 人体構造に基づいたグレーディングの分割位置

（大沼淳：アパレル生産講座 グレーディング P．１５抜粋）

図３ ３Ｄ画像のデータによる標準体型とねこ背体型の肩甲骨水

平断面図での比較

図４ 平面パターンによるねこ背ボディと標準ボディとの比較

図５ 標準高齢者用ボディを基にした標準体型ブラウスパターン

（単位㎝）

北方圏学術情報センター年報 Vol．５

―２５―



した。

ブラウスのパターン作図は，図５に示すように標準体

型ボディの平面パターンを使用し，標準体型のパターン

に既製服同様に許容範囲８）である１２％の１１㎝のゆるみを

入れた。袖ぐりは袖付け線で１㎝下げ，脇は，胴回り位

置から裾線までの５㎝をスリットにすることで腹回りの

大きさに対応させた。前中心の打ち合いは３㎝として，

体型により調整がきくようにマジックテープを使用し

た。

今回の実験では，不特定の被験者を想定して，ゆるみ

（１１㎝）と打ち合い幅（３㎝とマジックテープ）で中心

位置の移動を可能にし，また脇のスリット（５㎝）など

で異なる寸法に対応させることを考えた。

ブラウスのデザインは，襟をノーカラーに，袖は袖丈

２０cmの半袖とした。
次に，ねこ背体型のブラウスパターンは，図６に示す

ように，胸回り線から下（前後胴体部）を，標準体型の

ブラウスパターンと同寸とした。更に，胸回り線から上

（胸幅，首回りの上体部と背面部）をねこ背体型の特徴

である肩甲骨の高さを配慮した平面パターンを使用し

た。その理由として，着用実験を行うにあたり，胸回り

寸法を同一条件にすることで，ねこ背体型のブラウスパ

ターンと標準体型のブラウスパターンの違いがより際立

つと考えたからである。

図７は標準体型ボディのブラウスパターンと胸回りか

ら上（胸幅，首回りの上体部と背面部）をねこ背体型の

ブラウスパターンを重ね，どの部分でどのくらいの差異

があるのかを確認したものである。

Ⅳ 結果と考察

被験者に標準体型の平面パターンで製作したブラウス

と，ねこ背体型の平面パターンに変えたブラウスを着用

してもらい，その後着心地に関する６項目「腕を前に出

したときの背幅」「静止状態での後ろ首回り」「前首回

り」「背幅」「胸幅」「袖ぐり」について，「きつい・かぶ

る」「ちょうど良い」「ゆるい・ぬける」の３段階で回答

をしてもらった。結果を表１に示す。更に各被験者の体

型もテープメジャーで計測をした結果を表２に示す。

ねこ背体型の平面パターンブラウス（以下ねこ背ブラ

ウスと称する）と標準体型平面パターンブラウス（以下

標準体ブラウスと称する）での着用比較をした結果，

「きつい」と答えていた被験者数は，ねこ背ブラウス着

用後では，質問６項目すべてに減少していた。特に「腕

を前に出したときの背幅」は８名から２名に減少してお

り，ねこ背ブラウスの「きつい」を解消していることが

わかった。次に，「ちょうど良い」と答えていた被験者

数は，ねこ背ブラウス着用後の「胸幅」「背幅」で１名

被験者
採寸項目

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ Ｋ Ｌ

首廻り（ＮＬ） ３７．５ ３３．５ ３８ ３４．５ ３２ ３８．６ ３８．５ ３８．７ ３７ ３７ ３７ ３５．５

胸廻り（ＢＬ） ８７ ７５．５ ９０ ７３ ７０ ９７．５ ９８．５ ９９．８ ８６ ８９ ９８．５ ９３

胴廻り（ＷＬ） ６７ ６８ ７４．５ ６７．２ ５５．５ ７９．８ ７３．５ ８７ ７３．８ ７２ ８２ ７７

肩幅 １２．５ １１ １１ １２ １２ １２ １２．５ １２ １１ １１．５ １２ １１．５

表２ 被験者の体型 単位：㎝

図６ ねこ背体型ブラウスパターン（単位㎝）

図７ 標準体型ブラウスとねこ背体型ブラウスの２種類のパターンの比較
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ずつ減少していたが，他の項目では増加が見られた。そ

こでこの減少した被験者の体型を，手持ちの資料（集計

したものが表１である）で，追求した結果，被験者Ｂと

被験者Ｄであった。表２の体型計測結果からの被験者は

胸回りが７０㎝台であり，背幅と胸幅も３１㎝以下の痩身体

であった。また，被験者Ｅも胸回りが７０㎝台ではある

が，身長が高く，胴回りも細いため全体にバランスの取

れた体型であるために，ゆるいことが目立たなかったも

のと思われる。更に「ゆるい・ぬける・余る」では，

「アームホール」での変化はないが，他の項目はねこ背

ブラウスが増加しており，総じてねこ背ブラウスの方が

「ゆるい」と感じていた。

次に筆者ら被服構成担当者による着用実験の観察結果

を表３に示す。

被験者Ｆは標準体ブラウスのすべての項目で「きつ

い」状態であったが，ねこ背ブラウスでは「前の裾線が

下がる」項目以外はすべて「ちょうど良い」結果であっ

た。また，被験者Ｈは標準体ブラウスの「前ネックライ

ンが上がる」項目と「胸幅が余る」項目で「きつい」と

応え，ねこ背ブラウスの着用後は解消された。しかし，

「前の裾線が下がる」項目では解消されていなかった。

同じく被験者Ｋもねこ背ブラウスで「背幅がきつくな

る」項目と「胸幅が余る」項目は解消されたが，「前の

裾線が下がる」項目では解消されなかった。これは胸回

りが高いために起きた現象であると考えられ，３者とも

胸回りが９７㎝以上であったために裾線が上がったと考え

られる。ただし，胸回りで９７㎝以上ある被験者Ｇの裾線

が上がらなかったのは，胴回りが極端に細いためであっ

た。

今回の着用ブラウスの平面パターンは，あくまでもね

こ背体型として，胸回りから上（胸幅，首回りの上体部

と背面部）について実験を行ったため，前の裾線が上が

る現象が起きた。「前の裾線」の上がりを解消するため

には，胴回りも配慮した上でのパターン作りが望ましい

と言える。

被験者の体型をテープメジャーで計測した数値とブラ

ウス着用実験の観察結果から，次のような特徴が見られ

た。

表４に示した，標準体型ボディの胸回り寸法は８８㎝で

あり，その数値より胸回り寸法がない人は標準体ブラウ

スで「ちょうど良い」が，それ以上の胸回りの人は，ね

こ背対応の平面パターンでのブラウスを着用すること

で，「ちょうど良い」となった。すなわち胸回りが標準

寸法以上の人には，ねこ背対応の平面パターンを使用す

ることで，着心地の良い，動きやすい衣服になると考え

られる。また，アパレル産業の既製服は成人女性の標準

体型を基に，衣服製作を行っているため背幅は３５㎝が基

準と考えられる。このことから被験者の１２名中６名がそ

れ以上のサイズで背幅が標準より広く，肩甲骨の高さ，

すなわち背中に丸みがあると言える。

今回のブラウス着用実験後に「既製服に対する質問

（４問）」の聞き取り調査を行った結果では，「洋服の購

入時には，必ず試着をするか」との問いには，被験者１２

名とも試着をしていた。「購入時に何を重視するか」と

の問では，デザイン，サイズ，素材の順に多い回答で

あった。次に，「既製服が体型に合わないと感じるとこ

ろはどこか」との問では，上着丈，首回り，胸回り，

アームホールの順に多い回答であった。更に，「ボタン

は，かけづらいと感じたことがあるか」との問では，指

先も鈍くなるためボタンが，かけづらいと答えた人が過

半数を占めていた。

今回の被験者を含め高齢者は，身長や胸回りの差が著

被験者１２名 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ Ｋ Ｌ

ブラウスの種類

チェック項目

標準体

ブラウス

ねこ背

ブラウス

標準体

ブラウス

ねこ背

ブラウス

標準体

ブラウス

ねこ背

ブラウス

標準体

ブラウス

ねこ背

ブラウス

標準体

ブラウス

ねこ背

ブラウス

標準体

ブラウス

ねこ背

ブラウス

標準体

ブラウス

ねこ背

ブラウス

標準体

ブラウス

ねこ背

ブラウス

標準体

ブラウス

ねこ背

ブラウス

標準体

ブラウス

ねこ背

ブラウス

標準体

ブラウス

ねこ背

ブラウス

標準体

ブラウス

ねこ背

ブラウス

肩線の位置が後ろよりになる ２ １ １ １ ２ １ １ １ ２ ２ ３ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２

背幅がきつくなる １ ２ １ １ ２ １ １ １ ２ ２ ３ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ １ ３ ２ ２ １

肩甲骨にしわがよる ２ ２ １ １ ２ ２ １ １ ２ ２ ３ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２

後ろの裾線が上がる ２ ２ ２ ２ ２ ２ １ １ ２ １ ３ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２

後ろのネックラインが上がる ２ ２ １ ２ ２ ２ １ １ ２ １ ３ ２ ２ ２ ２ ２ １ ２ ２ ２ ２ ２ ３ ２

前ネックラインが上がる ２ ２ １ １ ２ ２ １ １ ２ ２ ３ ２ ３ ２ ３ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ３ ２

胸幅が余る（狭くなる） １ １ １ １ ２ １ １ １ ２ １ ３ ２ ２ ２ ３ ２ ２ ２ １ １ ３ ２ ２ １

前の裾線が下がる ２ ２ １ １ ２ ２ ２ １ ２ ２ ３ ３ ２ ２ ３ ３ ２ ２ ２ ２ ３ ３ ２ ２

市販標準ボディ ねこ背ボディ 差異

背丈 ３７ ３９ ２

バスト ８８ ９８ １０

ウエスト ７４ ８０ ６

肩幅 １２．５ １２ ０．５

胸幅 ３２．５ ３５ ２．５

背幅 ３６ ３９ ３

表３ 被服構成担当者による着用実験の観察結果

（ １：ゆるい ２：ちょうどよい ３：きつい（上がる））

表４ 市販標準ボディと製作ねこ背ボディの差異 単位：㎝
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しいため，アパレル産業で使用されているグレーディン

グ技法で言うところの身長と胸回りからの比率で，バラ

ンスよく拡大，縮小する方法では，胸回りが広くなれ

ば，比率で全体に拡大され，身長が小さい者は，丈が長

過ぎるという現象が起きるのではないかと考えられる。

従って，今後は身長と胸回りの比率で拡大，縮小する

方法ではなく，加齢と共に自然に背が丸くなることを加

味した，ねこ背の平面パターンを活用することが，背丈

の長さや，腕を前に出した時のきつさが解消され，多く

の高齢者の体型に適合する着用しやすい衣服になると考

えられる。

Ⅳ ま と め

超高齢社会を迎え，体型変化の著しい高齢女性は，衣

服の着崩れを起こしやすいため，筆者らは，衣服を製作

する上で必要不可欠な原型（パターン）を作成し，高齢

者の体型に適合する衣服を提供することを考慮した。

先行研究を通して得た結果として，非接触三次元デジ

タィザの水平断面図のデータから，高齢者の体型の共通

点として，個人差はあるが背中に丸みがあることを検証

できたため，今回は先行研究で得たデータを基に，ブラ

ウスの着用実験を通して多くの人に合うパターン作りを

目的とした。

ねこ背体型平面パターンと標準体型平面パターンの比

較の結果，前身頃の胸回り線は同位置であっても，後ろ

身頃の胸回り線の位置が上がっていることから，肩甲骨

の高さに取られていることが明らかであった。

そのため，ブラウスの平面パターンの作成にあたり，

ねこ背体型のブラウスパターンは胸回り線から下（前後

胴体部）を，標準体型のブラウスパターンと同寸とし，

更に胸回り線から上（胸幅，首回りの上体部と背面部）

を肩甲骨の高さを配慮したねこ背体型の平面パターンを

使用した。その理由として，着用実験を行うにあたり，

胸回り寸法を同一条件にすることで，両者の違いすなわ

ちねこ背体型への対応がより際立つと考えたからであ

る。

今回の研究での標準体型ブラウスと，ねこ背体型ブラ

ウスでの着用実験の結果，胸回り寸法が８８㎝（標準体型

ボディの胸回り寸法）以上の人は，ねこ背対応の平面パ

ターンでのブラウスが「ちょうど良く」，体型に適合し

ていた。

今回のブラウスの着用実験から，ねこ背の平面パター

ンを利用することで，自然に背中が丸くなっていく高齢

者に適合した着用しやすい衣服になると考えられる。ま

たアパレル業界は，グレーディング技法から身長と胸回

りの比率で，バランスよく拡大，縮小している方法を

取っているが，胸回りが大きくなれば，比率で全体に拡

大されるため，身長が小さい者は，丈が長過ぎるという

現象が起きるのではないかと考えられる。

この実験を通して，今後益々高齢化して行く社会にお

いて，アパレル産業に高齢者用のパターンとして身長と

胸回りの比率で拡大，縮小するのではなく，加齢と共に

いづれは丸くなる背のことを配慮してパターンへの改良

を重ねた衣服製作を切に要望するものである。

高齢者の衣服は，体型に対する回り寸法および着丈寸

法を配慮し，体型をカバーしつつも，デザイン，素材に

おしゃれ性を追求し，高齢者の活性化に繋げて欲しいも

のである。

付 記

本研究は，北方圏学術情報センターの助成を受けて行

われた。

＊１日本工業規格 JIS 高齢者配慮設計指針―衣料品

Ｓ００２３：２００２

周囲長（肥痩）については５０代・６０代で最も大きい数

値を示し，７０代でやや降下している。その基本データ

は，JIS L４００４の解説及び資料に示されている。
https：／／law．resource．orglpub／jp／jbr／js．s．００２３．j．
２００２pbt
―――――――――――――――――――――――――
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A Trial for Designing Clothes Fitted to Elderly Women

Shizuko Oshida�Hokusho University�
Tomoko Takaoka�Hokusho University�
Reiko Tomita�Hokusho University�

Abstract

We have made researches on clothes fit for elderly women type in order to improve the quality of
clothing life. We have measured elderly women, and made four torsos ( a standard type torso, a stooped
type torso, overweight type torso, and an S letter type torso) based on the acquired data. By using four
types of torsos, we continued our research to find out characteristics of elderly women type.
For this research, we focused on the stooped back which is the characteristic of elderly women type, and

made plane patterns out of draping of a standard type torso, and a stooped type torso in order to make
plane patterns for elderly women type. We compared and examined those two plane patterns. Based on this
comparison and examination, we made two kinds of blouses, and did experiments on twelve elderly women
subjects to wear these blouses.
From the comparison of two kinds of plane patterns, we found that the length and the breath of the

stooped back type pattern is longer and broader than the standard type pattern by the stooped part.
Moreover, from the experiments of blouses worn by twelve elderly women subjects, the blouses made out of
the plane patterns based on the stooped back type of the elderly women were �just fit� for the subjects
whose measurement around the chest under the breasts was larger than the standard measurement of
elderly women. As a result, we concluded that, by using the plane pattern based on the stooped back type
of the elderly women, we can make clothes fit and comfortable for many elderly women.

Key words�Elderly Women Type Pattern, Stooped Back Type Pattern, Standard Type Pattern,
Experiments of blouses worn by twelve elderly women subjects
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